
  ■ポイント 

①19世紀はじめの東南アジアには，どのような動きがあったのだろうか。 

②19世紀はじめのインドには，どのような動きがあったのだろうか。 

 

イギリスのジャワ占領〔p.96〕 

フランス革命の影響→オランダに共和政成立 

イギリスによるオランダ勢力圏占領…〔        〕，〔       〕，マラッカ 

 →オランダ東インド会社解散（1799） 

 →〔     〕占領（1811） 

日本への波及…イギリス船〔       〕号，長崎に出現 

 →オランダ商館員捕縛（1808） 

 

シンガポール建設〔p.96〕 

ナポレオン戦争終結 

 …ウィーン会議で〔     〕などをオランダに返還，〔       〕，

〔        〕はイギリスが確保 

〔        〕建設…イギリスのラッフルズが獲得 

 →自由港宣言 

 →インド―〔        〕―〔    〕―東アジアの交通を支配 

 

インドの植民地化〔p.97〕 

イギリスの進出…アジア諸国に従来とは異なる関係をせまる 

〔      〕地方の手織り〔    〕…イギリス東インド会社の主要輸入品 

 →東インド会社の茶をのぞくインド貿易独占廃止（1813） 

 →イギリスの機械生産による安い〔    〕の導入開始 

 →インドの手織り〔    〕生産は大きな打撃 

 

 

 

 

 →インドは商品作物，原料の供給地になる 

 

東アジアに変動をうながす波〔p.97〕 

アジアにおし寄せるヨーロッパからの新しい波 

 …新しい産業の〔    〕を求める強い力 

中国，日本…門戸を制限 

 →アジア社会の従来の秩序を保持 

 

 

第 2 部 成熟するアジアと世界へむかうヨーロッパ 

第 3 章 大西洋世界の変容とその波及 

  3 節 ヨーロッパの動乱の波及 

   ③ インド洋から東アジアへ（教科書 p.96～97） 機械生産の〔    〕 〔    〕，〔     〕 

藍，生糸，〔    〕 

イギリス インド 中国 


